








　　　　　　　　　　

9:30

時　間 内　　容

９:00～1０:00

31
日(

日)

総
会
・
研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　参加ご希望の方は、5月20日(必着)にて、裏面申込用紙にご記入の上、FAXもしくは郵便にてお送り

いただくか、同内容をMailにてお知らせください。

５
月
30
日(

土
）
見
学
会

平成27年度年次総会の概要

11:00～12:30

12:30～13:15 昼　食　

13:15～16:30 シンポジウム「森と海の文化　くらし・いのり・自然」

基調講演　三輪嘉六・国立九州博物館前館長

1６:45～18:00

9:45～10:45

昼食後、宗像大社中津宮参拝、沖津宮(沖ノ島)遥拝所など参拝と島内見学

パネリスト：森本幸裕・社叢学会理事・京都大学名誉教授

　　　　　　味酒安則・太宰府天満宮禰宜・学芸員

　　　　　　前迫ゆり・社叢学会理事・大阪産業大学教授

コーディネータ：櫻井治男・社叢学会理事・皇學館大學教授

JR鹿児島線東郷駅出発(専用バス：集合場所は後日お知らせいたします)

宗像神社正式参拝の後、宗像大社辺津宮を拝観

鎮守の森だよりvol.75

神宝館を見学→自由解散

11:45～14:30

10:00～10:55

・大阪の神社境内樹木　増井啓治

・モイドン(森殿)の緑地計画的意味に関する一考察

　　　　　—鹿児島県錦江町周辺を対象として—　上甫木昭春

・東アジアの「水」を巡る「伝統の森」の文化の資料化

　　～山・河・里・海の「命」を繋ぐ水と森の文化誌的考察　李春子

14:40

15:00～

懇親会

年次総会　於：海の道むなかた館

研究発表

パネルディスカッション14:30～16:30

★　参加費(いずれもお1人)

見学会

シンポジウム

懇親会

正会員・協力会員・賛助会員

5,000円

3,000円

市民会員 一般

7,000円 8,000円

500円無料

5,000円

13:15～14:15

11:15 神湊出発、フェリーにて大島へ

10:45 宗像大社出発、神湊港へ

大島出発、船で神湊へ

海の道むなかた館展示・沖ノ島3Ｄ映像等自由見学

神湊着、バスで織幡神社へ。イヌマキ大木群見学後、辺津宮へ

16:00～

　　　　　　　　　

9:30

時　間 内　　容

９:00～1０:00

31
日(

日)

総
会
・
研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参加ご希望の方は、5月20日(必着)にて、裏面申込用紙にご記入の上、FAXもしくは郵便にてお送り

いただくか、同内容をMailにてお知らせください。

５
月
30
日(

土
）
見
学
会

平成27年度年次総会の概要

11:00～12:30

12:30～13:15 昼　食

13:15～16:30 シンポジウム「森と海の文化　くらし・いのり・自然」

基調講演　三輪嘉六・国立九州博物館前館長

1６:45～18:00

9:45～10:45

昼食後、宗像大社中津宮参拝、沖津宮(沖ノ島)遥拝所など参拝と島内見学

パネリスト：森本幸裕・社叢学会理事・京都大学名誉教授

　　　　　　味酒安則・太宰府天満宮禰宜・学芸員

　　　　　　前迫ゆり・社叢学会理事・大阪産業大学教授

コーディネータ：　　　　　　　　　コーディネータ：　　　　　　　　　 櫻井治男・社叢学会理事・皇學館大學教授

JR鹿児島線東郷駅出発(専用バス：集合場所は後日お知らせいたします)

宗像神社正式参拝の後、宗像大社辺津宮を拝観

鎮守の森だよりvol.75

神宝館を見学→自由解散

11:45～14:30

10:00～10:55

・大阪の神社境内樹木 増井啓治

・モイドン(森殿)の緑地計画的意味に関する一考察

　　　　　—鹿児島県錦江町周辺を対象として— 上甫木昭春

・東アジアの「水」を巡る「伝統の森」の文化の資料化

　　～山・河・里・海の「命」を繋ぐ水と森の文化誌的考察 李春子

14:40

15:00～

懇親会

年次総会　於：海の道むなかた館

研究発表

パネルディスカッション14:30～16:30

★　参加費(いずれもお1人)

見学会

シンポジウム

懇親会

正会員・協力会員・賛助会員

5,000円

3,000円

市民会員 一般

7,000円 8,000円

500円無料

5,000円

13:15～14:15

11:15 神湊出発、フェリーにて大島へ

10:45 宗像大社出発、神湊港へ

大島出発、船で神湊へ

海の道むなかた館展示・沖ノ島3Ｄ映像等自由見学

神湊着、バスで織幡神社へ。イヌマキ大木群見学後、辺津宮へ

16:00～



宗像大社：福岡県宗像市の辺津宮・中津宮・沖津宮の

三宮の総称。祭神は沖津宮が田心姫神(たごりひめのか

み)、中津宮が湍津姫神(たぎつひめのかみ)、辺津宮が

市杵島姫神(いちきしまひめのかみ)の三女神で、古来、

航海安全の神、海の神として崇敬されてきた。

辺津宮：海岸から釣川を約3km内陸部へ遡ったところ

に鎮座。広大な境内には本殿を中心に儀式殿、高宮祭

場、第二宮(ていにぐう)・第三宮(ていさんぐう)、 神宝

館、祈願殿などが点在する。

高宮祭場：本殿裏手の小高い丘の上にあり、宗像大神

降臨の地と伝えられる。方形に組まれた石組みは、古代祭祀の形を伝え、滑石性形代や須恵器・土師器などが

出土している。平成17年に高宮祭場での祭祀を復活、毎年10月3日に神奈備祭が斎行されている。

第二宮・第三宮：第二宮に沖津宮の田心姫神を、第三宮には中津宮の湍津姫神を祀る。伊勢神宮の第60回式年

遷宮(昭和48年)に際して下賜された別宮の古殿を移築再建したもの。 

神宝館：1954年からの3次にわたる学術調査によって沖ノ島の沖津宮祭祀遺跡から出土した奉献品などを展

示する。発見された奉献品の総数は約12万点で、そのうちの約8万点が国宝・重要文化財に指定されている。

また、中世文書や阿弥陀経石、石造狛犬などは、宗像一族の繁栄を物語る。更に日露戦争の帰趨を決した日本

海海戦は沖ノ島至近の海域で展開されたが、この海戦を克明に記録した沖津宮神職の社務日誌や、東郷平八郎

が奉納した戦艦三笠の羅針盤も展示されている。

　★沖津宮：九州沿岸から約60km、玄界灘のほぼ真ん中に浮かぶ沖ノ島の中腹に鎮座。辺津宮の神職が1人

で10日間、交代で奉仕する。住人はなく、女人禁制、上陸時の海中での禊、一木一草一石たりとも持ち出すこ

とを禁ずるなどの掟が、いまでも厳重に守られている。学術調査ではササン朝ペルシアのガラス器や中国、韓

国の金工芸などが発掘されたことから、沖ノ島は「海の正倉院」ともいわれている。

中津宮：宗像本土より沖合11kmにある大島の南西岸に、海を隔てて辺津宮と向かいあって鎮座する。大島は

東西3.2km、南北1.7km、周囲15kmの福岡県で最大の島。境内には牽牛社、織女社があり、中津宮七夕祭は

鎌倉時代まで遡り、七夕伝説発祥の地といわれる。島の北側には沖津宮遥拝所がある。

織幡(おりはた)神社：西日本の海女発祥の地として知られる鐘崎の、鐘ノ岬の一角に鎮座。地元民からは“シ

キハン様”の呼び名で親しまれている、現在、宗像五社のひとつに数えられ、延喜式(927年)には宗像大社に

次いで朝廷の崇敬が厚かったと記されている。境内には 異国から運ばれ海底に沈んだとされる伝説の釣り鐘と

して引き上げられた大岩や、海女発祥の地を象徴する記念碑などがある。本殿を取り巻く「イヌマキ天然林」

は天然記念物に指定されている。

海の道むなかた館：2009年1月にユネスコ世界遺産暫定リストに記載された「宗像・沖ノ島と関連遺産群」

を紹介する施設。宗像大社に隣接する。「海の道」をテーマに、市内の遺跡から見つかった貴重な出土品や、

「交易・交通・民衆の生活」に関する資料などで宗像の歴史の流れが展示されている。また、3Dシアターでは

沖ノ島の3D映像を見ることができる。

｢末の松山｣(多賀城市八幡町2丁目)

研究発表･シンポジウムと関連行事参加申込書

FAX：075-212-2916

＊　ご希望の行事の(　）欄に○をおつけ下さい。同伴者がいらっしゃる場合は人数をお書き下さい。

（　　）見学会：同伴　　人

（　　）懇親会：同伴　　人

（　　）研究発表およびシンポジウム：同伴　　人

会員番号 お名前

携帯電話番号・Mailアドレス等当日連絡先

鎮守の森だよりvol.75

宗像大社辺津宮（宗像大社HPより）


